
 

がんのリハビリテーションについて 
 

がんのリハビリテーションとは、がんに罹患した方の生活機能と生活の質（QOL）の改善を目的とする医療ケアで

あり、がんとその治療による制限を受けた中で、患者様に最大限の身体的、社会的、心理的、職業的活動を実現

させることを目標にします。 

 

 

〈がんの病期によるリハビリテーションの目的〉 

 

 

 

当院では、「がんのリハビリテーション」の研修を終えた医師、看護師、理学療法士、作業療法士を中心に、入院

患者様に対し、自宅復帰を目指し、退院後も安心して生活ができるようサポートいたします。 

 

緩和的 積極的な治療が受けられなくなったとき

患者様の要望を尊重しながら生活の質が高く保てるように支援いたします。

維持的 再発・転移

腫瘍や機能障害が進行しつつある状態で、セルフケアや運動機能の維持、改善を目的とします。

回復的 治療開始

手術や治療後に最大限の機能回復を図ることを目的とします。

予防的 がんと診断されてから

がんの治療早期より、合併症や治療後の機能障害を最小限にすることを目的とします。


